っているものといえば……。「そうか、ガムがほしいんだね
ホクがガムをあげると、モンキーはそれをクチャクチャかみ、プーと風船をふくらました
風船がどんどん大きくなると、それにあわせて、モンキーの体が宙に浮き上がった。
10メートルも浮き上がったところで、モンキーが両腕を大きく回すと!突然、湖にさ
さなみが立ち、ヌッと大きな頭が出現した。タス湖の恐竜、タッシーだ!
に286へ
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「なかなかやるじゃねえか。気に入ったぜ」
ダメージから回復したトンチキさんが、立ち上がりながら言った。
「屋根から飛び降りたとき、足をひねっちまったんだが、そんなことを言い訳にするつもり
はねえ。おまえの聞きたいことを教えてやろう。ポーラって女の子のことだろう?」
ぼくは、ビックリしてうなずいた。
「ポーラは、グレートフルデッドって谷にある秘密の小屋に監禁されている。デブのガキと
青い服を着たやつらがさらっていったのさ。たしか、なんとか教のいけにえにするとか言つ
てたな。まったくいやな話だぜ。おまえ、ポーラを救いに行くのか?
「もちろんです!」
「そうか。おまえならできるかもな。よし、これから何かと金も必要だろう。これを持って

